
VLP取組概要 活動・取り組み内容
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●千代田区

VLP活用のねらい
 どこにもつながっていない児童・生徒、外部とつな
がろうとしている児童・生徒の外部との接続の促
進

対象生徒・児童
 不登校及び不登校傾向にある児童・生徒
運営時間
 午前10時から午後３時まで

活用方法
 基本的に千代田区立教育研究所の教育研究
専門員２名が本空間の対応を行う。

 アカウントについては、教育支援センター（はくちょ
う教室）通室者、保護者から申請があった場合
に付与する。

【前後期】
・アカウント付与しているご家庭に対して合同ログ
イン会の開催のご連絡をした。
→参加ゼロ

活動・取組み内容活用方針
適日
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成果/好影響・次年度以降の方針・利用者の声

●千代田区

児童・
生徒

• なし

教職員や
保護者等

成果/好影響

次年度以降の方針

 突出した成果を挙げることはできなかったが年度末にかけて複数
の保護者様からVLPに関するお問い合わせがあった。また既に来
年度早々にアカウント付与の希望者も複数いる。

 あらためて学校及び保護者にVLPの存在や合同ログイン会のお
知らせ等を「すぐーる」で徹底していくことで反響はあるのではない
かと考えている。

 本区では令和８年４月より神田一橋中学校にチャレンジクラ
スを開設するため、本学級に入級の子どもたちにアカウントを付
与し、本学級に登校できない際にVLPを活用して教員とのつな
がりをもつことができるようにする。

 今年度に引き続き、教育支援センターに通室している子どもた
ちにも今年度同様にアカウント付与し、本教室に通室できない
際にVLPを活用して教員とのつながりをもつことができるようにす
る。

 校内教育支援センター（校内別室）を利用している子どもた
ちにアカウントを付与し、スタッフから積極的にログインを促す。

利用者の声

• 実際の空間や利用のイメージをもつことがで
きない（教職員）

• 登校できている子どもに対してVLP空間をお
すすめすることに不安がある。対面指導を重
視したい。
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●千代田区


